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たからであり もう lつは 出身杜氏について
確認したい立があったからである。第2政大轄
中白米不足に対応して醸造用アルコーJレを添加
する清酒がまみ出さオL それが日本酒造揖界を
席巻し、 1963年まで続いたが、 1964年に鍋器
加清酒という名称で醸造問アルコール鼎添加の
がI酒を轄佳最初に遣ったのが本社だと言われて
いる{註21。そのことを強調するように、本酒
造の躍の建物の壁にはf純米潤玉ノ光酒造』と
大害されていた.
きてもう 1つ、年1J;が少々不明である難点が
あるが、端本(2006)が本酒造の杜氏について『但
馬杜氏の上田恒夫さんが製造責任者ですJ1註31
としているのに対し、高瀬12008年}は『杜氏は
総本喜四志氏1621で、 08年で3造り目というこ
とだが、それまでは石川県f手取1Jで40年勤め
上げたベテランの能畳杜氏だ。J1註41と書いて
いるため、どちらが本当かを確かめようと向かっ
た駅だが、休日であったため、酒造場-*~が全
て閉まっており、目的は果たせなかった。
なお、閑保者を探して屋外貯蔵タンクのある
蔵のプロック周辺を見て回ったら、その西側の
プロックも躍になっており、本社の生成置は少
なくないと思われる{註5)0 
(5 )宝酒造
本社は京都伏見区にあるが、神戸置にある工
場の写真を4161に拘蝿する.
12時になったので中曹島駅に戻り、京阪本綿
で大阪方面の京摘駅を目指す。機備の万歩計を
見ると世見での歩勤は1，916!l>となっていた。
4 理由酒蔵
( 1);盟I今浬郷J. r西宮郷l
種五郷の西端のI今樟郷jからその西の『西宮
蝿jに掛りて 名神高速道路の南個に沿って「躍
通りJと呼ばれる道路が走っているが その週路
に泊って束のほうから、大閥、日本盛、辰馬本
家(銘柄は自鹿)の各メーカーの蹟等の関係施設
が並んでいる。そこで私は車から西にこれらの
闘に見て歩いた.
(2 )大関
阪神本綿の甲子園駅から西側2つ自の今津駅
の南方500mほどの一回町街区に、大関酒造の
本社ピル、総古研究所、蔵(工局群)、そして専
用物流センタ←がひしめいている。そして こ
の街区の繭には今部港が すぐ東には名神高速
道路の西宮インターがある。というより、因巣
関酷はその逆であり、両宜通手段の近〈にこれ
らの諸施設が立地したと推測される.
第一印象は閤陣取地の広さ、屋上に赤字でf大
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酒霞通リ
見上げるほどの巨大な屋外貯蔵タンク
研究所も
閲jと大容した晋恒のあるやぐらのようなピル、
および6階建ての本社ピルの見上げるほどの高
さ、そしてカプセルのお化りのようなずんぐり
と太いタイプの屋外貯蔵タンク群などであった。
なお、佳述のように屋外貯蔵タンクの形は各社
それぞれ特徴を持っており、大きさは異なるが、
大関の物と佐賀県内のいくつかの蔵の物の形が
似通っているのは 提掛関係があるためと推制
さオLる.
本社ピルの門扉は聞いており、戸市I所には輯I
色の制帽制服の悼員が2名ほど詰めていた。
なお、大関では記意館展示館のたぐいは殻
担しておらず、また蔵見学などのイベントも行っ
ていなかった。
(3)日本盛
大関から北東へ lkmも行かないところに日本
盛の関悟施設があるe ここの第一印象は屋外貯
蔵タンクが縦に長い(高も、)ことである.屋外貯
蔵タンクのそれぞれ多嫁なIBにはどのような意
味があるのだろうか.
本酒造でも蔵見学は行っていないが、ただ、
関師敷地の一向に、慨し物会場(会議室 ホール
など)やレストランガラス工房エステコーナー
なども一拍に入っているが、消酒製造工程や消
酒亘知識を示したパネル・パソコン、和lき酒コー
ナ一、清酒等販売所を設けた、 f酒造通り蝉瓦館J
という事rIn<J施肢を駿闘しており、 2階ホール
では清酒にちなんだイベントも行われている。
酒造通り煉E館
(4)宮水摂取所
日本盛のすぐ西の一向に、 主立った酒造蔵の
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宮水採取揚が並んであり、またその近くに『宮水
尭符の地Jを示す配意碑が建っている。
宮水発符白地(12念碑}
日本盛の録取1
白Eの揮取渇
大聞の縁取1
(5)辰馬本軍(白鹿}
本酒造は滑酒販売量シェア12位の清酒メーカ
だが(註6) 白雌祈念館と同拍車博物館の2つ
を観世している。前者は清酒製造に閲する歴史
文献や葺術工芸品を展示し、 f圭者はかつての煙
突付き蝉E蔵の中にかつて匝った盟々の木造の
酒造用具を納めた建物施設であるが、 2つの施
設とも述物も古めて展示品の買の商さとコンパ
クトな整理技法に聴いた.なお、記宕:館に収容
されている文献 宙科の中には尾瀬あきらf!子
の酒J(講談社)と同『蔵人クロードJ(小学館}も
古まれていた。
そのほかにもf白鹿クランツクス1という名の
レストラン即売所があるようであるが、行き
そびれた。
工渇
明治伺J酉一
情物館
(6 )宝酒造「白壁蔵j
京都世見に本社のある宝酒造は、置f魚崎蝿J
の一向に大規模で近代的な工場(蔵)を建ててい
る.本酒造ではこの磁をf白聖雄jと呼んでいる.
青木駅からm方面に引き返してこの工場(班)
を見に汗ったが、休日のため門扉は閉ざされて
いたため、周辺を一周したところ、屋外貯蔵タ
ンクのIDがこれまた他のメーカーの物と異なり、
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水禍や盟抽タンクに似た、平べったい円桂陪を
している。こうして、いろいろな胞の鼠外貯蔵
タンクを見ると 上述したように、ますますこ
の匝訟の形に興味を持つようになる.
白壁蔵
圏外貯蔵タンク
(7)彊 I御E郷I
御Ij郷にb吾〈の有名な酒造践が並んでいる
が、車の方から西に向かつて浜制闘時醜工臣、
術正宗 自闘を駆け足で見て巨lった。
(8)軍備居時画工贋(世界鷹クループ)
葡正宗の衛施般の*個別日mほどの辺りに本
澗庖がある。展
示即売所もあ
り. *た見学会
も行っているよ
うだが、締め切
り時間が過ぎ
入場はできな
かった.本酒造
も世界属グルー
プに属し、者間!
の通り、時限酒
を巾心に製造し
ているようである.
(9)葡正宗
シェアランキングは全国9位であるが 関連
施訟が多〈、また敷地面積も広い.質料館もあ
るし、その南酬の街区には『文化本軍部総古研
究所Jもある。また近〈には開米工場や専門物
流センターもある.せめて貰料館に入るつもり
だったが、上述のように時聞が揖かり、閉館時
附116:30に聞に合わなかった.
(10)白語
硝正宗の諸胞世から北西に500ml1ど行った
辺りに 屋上に『向圃Jと大轡した晋極を乗せた
6-7階建ての近代的な工場ピルとそのli1にl
階処ての細長い古風な置料館が見えたが(電池切
れにより顕能不能}、こちらの資料館は16時ま
でと輔正宗よりも早〈‘間に合うはずがなL、
門腕は聞いており、 1"聞所に係員合川、たが、入
るのはあきらめさるを同ず、改めて出直してく
るという宿題を捜して柑遣についた。
凪寄りの住吉駅でnup-に飛び乗ると 闘が坑
み掛けていた。携~l~の万歩計を見て計!1すると
曜で歩いた歩瞳は19，252<1'であった.
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